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聴かせてください皆さんの声！
町政モニターを募集します。
皆さんが、町政に対して日頃思っている建設的な考えを提案していただきたく、町政モニターを募集します。

募集資格 町内在住の20歳以上の人
※国･地方公共団体の議員、常勤の公務員は除きます。

定　員 10人
モニターの仕事 ①町政に対する建設的な意見を要約し､文章で提出。

②年4回程度の会議への出席など。
テーマ 住民が取り組むコミュニティ活動について
任　期 委嘱日から平成15年3月末まで
応募方法 官製ハガキに、①住所　②氏名　③電話番号　④生年月日　⑤年齢　⑥性別　⑦町政に関心を持って

いる事柄（180文字程度）を記入し、地域づくり課地域政策係町政モニター係へ郵送ください。
応募締切 5月24日（金）
申し込み・問い合わせ 地域づくり課地域政策係へ

岡垣町では、今年度から保護者の要望により、
新1年生に黄色い帽子を配布しました。
ドライバーの皆さん、黄色い帽子を見かけたら
気を付けて運転しましょう。
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10％0％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

家庭生活�

職場で�

学校教育の場で�

地域社会で�

社会通念、慣習、�
しきたりなどで�

法律や制度の上で�

政治の場で� 13.5％�

30.9％� 5.75.7％�5.7％�

4.0％�

0.8％� 0.8％�

5.05.0％�5.0％�

18.7％� 6.36.3％�6.3％�

54.5％� 7.87.8％�7.8％�

2.7％�

0.8％�

11.2％�

2.5％� 0.8％�

6.76.7％�6.7％�

21.1％�

3.6％�

1.3％�

4.6％�

3.4％�

4.0％�

1.1％�

1.7％�

3.4％�
0.4％�1.1％�

24.424.4％�24.4％�

32.632.6％�32.6％�

3.83.8％�3.8％� 13.3％�

16.616.6％�16.6％�

43.243.2％�43.2％�

16.216.2％�16.2％�

32.432.4％�32.4％�

32.0％�

38.3％�

41.9％�

43.8％�

38.3％�

41.5％�

8.0％�

17.1％�

9.5％�

4.4％�

10.1％�

8.8％� 5.5％�

男女共同参画に
対する関心度

男女の地位の平等について

3.8％�

1.7％�

4.6％�

□非常に関心がある�

□まあまあ関心がある�

□余り関心がない�

□ほとんど関心がない�

□全く関心がない�

□未回答�

8.8％�

10.1％�

男
女
共
同
参
画
と
は
？

男
女
が
人
権
を
尊
重
し
、
責
任
を

担
い
、
互
い
に
助
け
合
い
、
性
別
に

関
わ
り
な
く
社
会
に
参
画
す
る
こ
と

で
す
。「
参
画
」
は
、
単
な
る
参
加

で
は
な
く
、
方
針
決
定
へ
の
参
与
を

意
味
し
ま
す
。
女
性
と
男
性
が
対
等

な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
社
会
の
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
参
画
し
、
喜
び
も
責
任

も
分
か
ち
合
う
「
男
女
共
同
参
画
社

会
」
の
形
成
は
、
21
世
紀
の
わ
が
国

の
社
会
に
と
っ
て
最
重
要
課
題
の
一

つ
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

□男性の方が優遇されている�
�
□どちらかといえば男性のほうが�
　優遇されている�
�
□平等である�
�
□どちらかといえば女性のほうが�
　優遇されている�
�
□女性のほうが優遇されている�
�
□わからない�
�
□未回答�

5.7％�

5.0％�

6.3％�

7.8％�

6.7％�

24.4％�

32.6％�

3.8％�

16.6％�

43.2％�

16.2％�

32.4％�

�

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
住
民
意
識
調
査
結
果
（1）

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
住
民
意
識
調
査
結
果
（1）

平
成
14
年
１
月
、
岡
垣
町
に
住
む
20
歳

以
上
の
男
女
千
人
を
対
象
に
、「
男
女
共

同
参
画
に
関
す
る
意
識
調
査
」を
実
施
し
、

五
百
二
十
五
人
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

（
回
答
率
52．
5

）

こ
の
調
査
は
、
住
民
の
求
め
る
暮
ら
し

や
す
い
岡
垣
町
の
姿
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
今
後
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

上
で
の
参
考
と
す
る
た
め
に
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
調
査
結
果
を
2
回
に
わ
た
っ
て

報
告
し
ま
す
。

今
回
は
、「
男
女
平
等
」、「
家
庭
、
地

域
活
動
」
に
つ
い
て
で
す
。

（
1
）
男
女
平
等
に
つ
い
て

①
男
女
共
同
参
画
に
対
す
る
関
心
度
は
？

「
関
心
が
あ
る
」
が
約
6
割
を
占
め
て

い
ま
し
た
。
男
女
別
に
見
る
と
、
男
性
の

関
心
度
は
女
性
よ
り
若
干
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。

②
男
性
と
女
性
は
平
等
？

法
律
や
制
度
は
比
較
的
整
備
さ
れ
て
は

い
る
も
の
の
、
日
常
生
活
の
各
分
野
に
お

い
て
は
「
男
性
優
遇
」
と
感
じ
て
い
る
人

が
多
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、「
学
校
教
育

の
場
で
」
は
、「
平
等
で
あ
る
」
と
の
回

答
が
5
割
を
こ
え
て
い
ま
す
。

③
女
性
の
人
権
に
つ
い
て

職
場
で
女
性
の
能
力
が
正
当
に
評
価
さ

れ
な
い
こ
と
や
、
暴
力
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
、

性
別
に
よ
る
様
々
な
偏
見
や
差
別
が
あ
る

よ
う
で
す
。

パ
ー

セ
ン
ト

10％�0％� 20％� 30％� 40％� 50％� 60％� 70％� 80％� 90％� 100％�

26.3％�

1.8％�

3.83.8％�

1.71.7％�

4.64.6％�

3.8％�

32.6％� 1.7％�

女�

男�

全体� 28.0％�

3.0％�

4.6％�

8.88.8％�8.8％�

10.110.1％�10.1％�

9.1％�

54.9％�

43.8％�

50.3％� 5.0％�

6.2％�5.6％�

4.4％�



岡垣町役場
教育委員会
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（
2
）
家
庭
、
地
域
活
動
に
つ
い
て

①
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
？

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
う
考

え
方
に
つ
い
て
は
、「
男
女
と
も
仕
事
を

し
、
家
事
・
育
児
も
わ
か
ち
あ
う
の
が
よ

い
」
と
の
回
答
が
67

で
し
た
。
男
女

別
に
見
る
と
、
男
性
は
「
男
は
仕
事
、
女

は
家
庭
」
の
『
肯
定
派
』
が
、
女
性
の
約

2.

4
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年

代
が
上
が
る
に
つ
れ
『
肯
定
派
』
の
割
合

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
男
女
と
も
仕
事
を
し
、
家
事
・
育
児

も
わ
か
ち
あ
う
の
が
よ
い
」
と
い
う
考
え

が
約
7
割
を
占
め
て
は
い
る
も
の
の
、
実

際
の
家
庭
生
活
を
見
る
と
、
※
性
別
役
割

分
担
意
識
が
根
強
く
あ
る
よ
う
で
す
。

次
回（
5
月
25
日
号
）は
、「
結
婚
観
・
老

後
の
こ
と
」「
就
業
状
況
・
職
業
観
」
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

企
画
政
策
室
企
画
係
へ
　

1
2
8
2
‐
1
2
1
1（
内
線
2
1
2
）

e-m
ail
kikaku

@
to
w
n
.o
kagaki.

fu
ku
o
ka.jp

10％�0％� 20％� 30％� 40％� 50％� 60％� 70％� 80％� 90％� 100％�

女�

男�

全体�

9.4%

9.4%

11.2%

11.2%

9.9%

9.9%

36.3%

2.7%

9.4%

39.3%

2.2%

11.2%

36.8%

1.7%

9.9%

23.9%

23.9%

23.9% 22.7%

22.7%

22.7% 26.8%

26.8%

26.8% 24.2%

24.2%

24.2% 7.7%

7.7%

7.7% 25.7%

25.7%

25.7%

10.1%

10.1%

10.1%24.7%

24.7%

24.7%32.0%

32.0%

32.0%24.2%

24.2%

24.2%24.7%

24.7%

24.7%

23.8%

23.8%

23.8% 22.9%

22.9%

22.9% 28.2%

28.2%

28.2% 24.0%

24.0%

24.0% 8.4%

8.4%

8.4% 17.3%

17.3%

17.3%

女性の人権が尊重されてないと感じるのは

「男は仕事、女は家庭」

□主に妻�

□主に妻、夫が�
　一部を負担�

□同じ程度に負担�

□主に夫、妻が�
　一部を負担�

□主に夫�
�

□その他�

□未回答�

7.2％�

7.8％�

15.6％�

8.4％�

9.1％�

7.8％�5.3％� 19.4％�

7.6％�8.2％�

27.6％� 13.5％�

15.4％�27.8％�

31.4％�

68.0％�

69.1％�

30.9％�

家庭生活に
ついて

0％� 20％� 40％� 60％� 80％� 100％�

女�

男�

全体�

33.6％�

0.9％�

3.23.2％�

1.11.1％�

4.04.0％�

3.2％�

0.6％�

38.2％�

1.1％�

1.1％�

1.7％�

34.7％�

1.0％�

4.0％�

1.0％�

10.310.3％�10.3％� 51.3％�

43.3％�14.614.6％�14.6％�

47.8％�11.611.6％�11.6％�

家事の負担について

0％� 20％� 40％� 60％� 80％� 100％�

女�

男�

全体�

2.42.4％�

3.03.0％�

72.5％�

3.5％�

2.4％�

54.5％� 4.54.5％�4.5％�

0.0％�

67.0％�

3.8％�

3.0％�

9.7％�4.1％� 5.0％�

9.6％�7.9％�23.6％�

14.3％� 5.3％� 6.5％�

※
性
別
役
割
分
担
意
識
…
「
男
は
仕

事
、
女
は
家
事
・
育
児
」
と
い
う
よ

う
に
、
性
別
に
よ
っ
て
家
庭
、
職
場

な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
役
割
を
分
担

す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

□家庭内での夫から妻へのことばや�
　暴力など�

□職場におけるセクシュアルハラスメント�

□職場におけるお茶くみ、�
　補助的業務など�

□女性を商品化したテレビ、�
　風俗産業など�

□女性であることを理由とした�
　伝統行事などへの参加の制限�

□ミスコンテスト、マスコミ報道�
　など女性の容貌に価値をおくこと�

□婚姻・戸籍などの民法上の制度�

□その他�

□わからない・特にない�

9.4%

11.2%

9.9%

23.9% 22.7% 26.8% 24.2% 7.7% 25.7%

10.1%24.7%32.0%24.2%24.7%

23.8% 22.9% 28.2% 24.0% 8.4% 17.3%

□「男は仕事、女は家庭」がよい�

�

□男女とも仕事をするが、�
　家事・育児は女性の役割�

�

□男女とも仕事をし、家事・�
　育児もわかちあうのがよい�

�

□「女は仕事、男は家庭」でもよい�

�

□その他�

�

□未回答�

2.4％�

3.0％�

4.5％�

10％�0％� 20％� 30％� 40％� 50％� 60％� 70％� 80％� 90％� 100％�

高額の商品や土地・�
家屋の購入決定�

子どもの教育�
方針決定�

自治会などの�
地域活動�

育児・子どもの�
しつけ�

家計の管理�

掃除、洗濯、食事�
などの家事�

家計を支える�
（生活費を稼ぐ）�

親の世話（介護）�

6.3％�7.8％�

6.5％� 7.2

7.2

％�7.2％�

4.8％�

22.5％� 7.8

7.8

％�7.8％�

17.5％� 15.6

15.6

％�15.6％�

15.2％� 8.4

8.4

％�8.4％�

1.1％�

32.8％�

49.5％� 9.1

9.1

％�9.1％�

4.6％�

7.8

7.8

％�7.8％�

1.7％�

2.9％�

0.6％�

2.1％�

1.1％�

1.3％�

3.4％�

1.1％�

3.2％�
1.2％�

1.0％�

1.0％�0.8％�

0.4％�

1.0％�

5.3

5.3

％�5.3％� 19.4

19.4

％�19.4％� 31.8％�

6.7％�7.6

7.6

％�7.6％�14.3％�8.2

8.2

％�8.2％�

27.6

27.6

％�27.6％� 19.4％� 13.5

13.5

％�13.5％� 13.0％�

15.4

15.4

％�15.4％�22.7％�27.8

27.8

％�27.8％�

31.4

31.4

％�31.4％� 33.9％�

9.5％� 4.6％�68.0

68.0

％�68.0％�

69.1

69.1

％�69.1％� 19.8％�

49.7％�30.9

30.9

％�30.9％�3.0％�

□男女とも同じように家事を�
　行うのがよい�
�
□どちらでも手のあいている方が�
　家事をすればよい�
�
□家事は主として女性が行い、�
　男性は女性を手伝う程度でよい�
�
□男性は家事をしなくてよい�
�
□その他�
�
□未回答�

3.2％�

1.1％�

4.0％�

10.3％�

14.6％�

11.6％�

パ
ー

セ
ン
ト



環
境
モ
ニ
タ
ー
募
集
し
ま
す

環
境
共
生
課

岡
垣
町
内
に
お
け
る
環
境
（
生

物
・
水
・
大
気
・
ゴ
ミ
減
量
化
等
）

に
つ
い
て
状
況
の
把
握
に
努
め
、
良

好
な
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、
提
言

等
を
行
っ
て
い
た
だ
く
「
環
境
モ
ニ

タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
　
10
人
　

応
募
資
格
　

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳
以
上

の
人
。

・
年
4
〜
5
回
程
度
の
モ
ニ
タ
ー
会

議
に
出
席
可
能
な
人
。（
会
議
時
間
は

1
回
3
時
間
程
度
）

・
環
境
問
題
に
つ
い
て
関
心
・
意
欲

の
あ
る
人
。

環
境
モ
ニ
タ
ー
に
報
告
し
て
い
た
だ

き
た
い
事
例

・
ホ
タ
ル
や
ト
ン
ボ
を
見
た
　

・
川
が
汚
れ
て
い
る
　

・
見
か
け
な
い
生
き
も
の
を
見
た
　

・
不
法
投
棄

さ
れ
て
い
る

応
募
方
法

環
境
問
題
に

関
す
る
考
え

方
や
、
意
見

な
ど
を
八
百

字
以
内
に
レ

ポ
ー
ト
に
し

た
も
の
を
提

出
し
て
下
さ

訪
問
介
護
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

2
級
養
成
研
修
受
講
者
募
集

健
康
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

●中央公民館1282-0162 ●東部公民館1282-0035 ●西部公民館1282-7476 ●社会福祉協議会1283-2940
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い
。（
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
）レ
ポ
ー

ト
に
は
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
記
入
し

て
下
さ
い
。

募
集
締
切

5
月
31
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

環
境
共
生
課
へ

現
在
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

に
従
事
し
て
い
る
人
、
こ
れ
か
ら

従
事
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
を
対

象
に
、
養
成
研
修
を
開
き
ま
す
。

と
　
き

○
講
義
　
7
月
13
日
か
ら
11
月
16

日
の
毎
週
土
曜
日

○
実
技
　
7
月
13
日
か
ら
11
月
16

日
の
間
の
6
日
間

○
実
習
　
9
月
30
日
か
ら
1
月
14

日
の
間
の
4
日
間

と
こ
ろ

○
講
義
・
実
技
　
宗
像
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
研
修
セ
ン
タ
ー（
宗
像
市
ア

ス
テ
ィ
1
‐
1
）

○
実
習
　
宗
像
・
遠
賀
地
区
ま
た

は
近
郊
の
施
設
を
利
用

募
集
定
員
　
6
人

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま

す
）

受
講
料

二
万
円（
テ
キ
ス
ト
・
レ

ジ
メ
代
七
千
八
百
円
、
受
講
料
一

万
二
千
二
百
円
）

※
別
途
、
施
設
実
習
の
際
に
健
康

診
断
書
の
提
出（
自
己
負
担
）が
必

要
で
す
。

募
集
締
切

6
月
7
日（
金
）

主
　
催

財
団
法
人
福
岡
県
市
町
村
振
興
協
会

申
込
書
配
布
・
申
し
込
み

健
康
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係
へ

商
業
統
計
調
査
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

地
域
づ
く
り
課
商
工
観
光
係

6
月
１
日
現
在
で
平
成
14
年
商

業
統
計
調
査
が
全
国
で
一
斉
に
行

わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ

い
て
実
施
さ
れ
る
国
の
重
要
な
調

査
で
あ
り
、
提
出
さ
れ
た
調
査
票

を
、
統
計
上
の
目
的
以
外
に
使
用

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

商
業
統
計
調
査
は
、
全
国
の
卸

売
・
小
売
事
業
所
を
漏
れ
な
く
調

査
し
て
、
我
が
国
の
流
通
産
業
構

造
や
商
業
活
動
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。
調

査
結
果
は
、
国
や
都
道
府
県
・
市

区
町
村
に
お
け
る
商
業
の
育
成
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
な
ど
の
施

策
や
計
画
を
立
案
す
る
た
め
の
基

礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

５
月
下
旬
、
調
査
員
が
調
査
票

の
記
入
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
記
入
後

は
調
査
員
が
収
集
に
ま
い
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

地
域
づ
く
り
課
商
工
観
光
係
へ

平成13年度青少年の善行表彰�～社会教育課社会教育係～�
　3月29日役場庁舎内において高校生を対象に青少年の善行表彰が行われました。教育委員会では、青少年健全育成を目的に設
置された吉田滋青少年健全育成基金にてスポーツや文化関係で優秀な成績を収めたり、奉仕活動等で貢献した青少年に対して表
彰を行っています。今回表彰された皆さんは各方面の活動が評価され表彰状と記念品がそれぞれ贈られました。（小中学生はそ
れぞれの学校にて3月の中旬に表彰されました）�

谷口　智美
近藤　早寿
阿部　陽輔
下　　彩　
　平　陽子
小木　淳司
森山　紗月
竹之内　恵
秋武　一也
小澤　薫　
大山　誉人
佐藤　紘平
椿　ちひろ
藤村　友美�
堤　さやか�

2年
1年
3年
2年
3年
3年
3年
3年
1年
2年
3年
2年
3年
3年
3年�

�
�

岡垣中�

�
�
�
�
�

バドミントン�
岡垣東中�

九州共立大学�
八幡西高�

北九州工業高等専門学校�
宗像高�
玄界高�

折尾女子学園高等学校�
博多高�

ソフトテニス�
ホッケ－�
新体操�
ボ－ト�

氏　名� 学年�学校名� 種目名�
《体育活動の部》�◎個　人�

久保田　敦�
上原　一誠�
那賀　昭彦�

2年
2年
3年�

若松高�
戸畑工業�
東筑高�

短歌�
電気ア－ト�
合唱�

氏　名� 学年�学校名� 文化活動名�
《文化活動の部》　◎個　人��

3年�東筑高� 化学研究�
氏　名� 学年�学校名� 調査活動名�

《調査研究活動》　◎個　人� �

◎団　体��

入江 佳奈子�

岡垣中学校バドミントン男子部�
岡垣中学校バドミントン女子部�
岡垣東中学校バドミントン男子部�

◎団　体　 　岡垣中学校吹奏楽部�

《奉仕活動の部》　◎団　体　　吉木小学校栽培委員会�
�



6
人
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
職
員
が
仲

間
入
り
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
新
参
者
で

す
が
、
先
輩
方
の
知
識
･
技
術
を
吸

収
し
早
く
一
人
前
に
な
れ
る
よ
う
に

が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

私
は
岡
垣
町
で
生
ま
れ
、
岡
垣
町
で

育
ち
ま
し
た
。
こ
の
岡
垣
町
の
た
め
に

一
生
懸
命
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
規
採
用
職
員
の

紹
介
を
し
ま
す
。

家
族
会
は
精
神
障
害
者
を
も
つ
家

族
の
集
ま
り
で
、
日
頃
よ
り
情
報
交

換
や
親
睦
会
、
病
気
に
対
す
る
勉
強

会
、
作
業
所
の
運
営
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
総
会
に
合
わ
せ
て

一
般
の
人
も
対
象
に
講
演
会
も
開
催

し
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
、
ご

参
加
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
　
き

5
月
26
日（
日
）

講
演
会

午
前
10
時
30
分
か
ら
正
午

テ
ー
マ
「
精
神
障
害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
事
業
に
つ
い
て
」

講
　
師

水
巻
町
役
場
保
健
師
　
吉

田
奈
美
氏

水
巻
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
主
任

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

白
石
昌
子
氏

総
　
会

午
後
1
時
か
ら
3
時
30
分

と
こ
ろ

岡
垣
町
い
こ
い
の
里

問
い
合
わ
せ

遠
賀
中
間
地
域
精
神
障

害
者
家
族
会
1
2
0
1
‐
8
1
1
5
へ

慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
医
療
講
演

と
療
養
相
談
会
を
、
年
に
一
度
実
施

し
て
い
ま
す
。
個
人
の
相
談
も
、
お

受
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て

参
加
下
さ
い
。

と
　
き

6
月
16
日（
日
）

午
後
1
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ

福
岡
市
民
福
祉
プ
ラ
ザ

（
ふ
く
ふ
く
プ
ラ
ザ
）6
階

福
岡
市
中
央
区
荒
戸
町
3
丁
目
39

1
0
9
2
‐
7
3
1
‐
2
9
2
9

演
　
題

「
リ
ウ
マ
チ
治
療
を
受
け

る
に
当
た
っ
て
心
得
て
ほ
し
い
こ
と
」

講
　
師

久
留
米
大
学
医
学
部
附
属

医
療
セ
ン
タ
ー
　
名
誉
教
授
　
山
中

健
輔
先
生（
整
形
外
科
）

助
教
授

福
田
孝
昭
先
生（
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原

病
）

療
養
相
談

講
師
他
数
人
の
専
門
医
　

参
加
費

無
料

問
い
合
わ
せ

○
高
倉
　
白
木
恵
美
子
1
2
8
2
‐

4
5
7
5
○
海
老
津
　
辻
　
暢
子
1

2
8
2
‐
3
7
7
6
へ

平
成
14
年
度
の
総
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。
本
年
度
の
青
少
年

健
全
育
成
事
業
の
事
業
計
画
及
び
、

前
年
度
の
決
算
及
び
事
業
報
告
を
い

た
し
ま
す
。
又
、
総
会
後
に
地
域
活

動
に
関
す
る
映
画
上
映
を
行
い
ま
す

の
で
、
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

と
　
き

5
月
25
日（
土
）

と
こ
ろ

岡
垣
町
中
央
公
民
館

大
会
議
室

総
　
会

午
後
1
時
か
ら
2
時
ま
で

映
　
画

午
後
2
時
か
ら
2
時
30
分

ま
で

※
上
映
内
容
「
あ
な
た
も
リ
ー
ダ
ー

に
」
〜
地
域
活
動
の
お
世
話
役
〜

岡垣町役場
教育委員会

●いこいの里在宅介護支援センター1283-0033 ●岡垣在宅介護支援センター1282-5167
●岡垣東部在宅介護支援センター1282-5103 ●シルバー人材センター1282-46881282-1211
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岡
垣
町
青
少
年
健
全
育
成
町
民

会
議
総
会
の
開
催
に
つ
い
て

岡
垣
町
青
少
年
健
全
育
成
町
民
会
議

遠
賀
中
間
地
域
精
神
障
害
者
家

族
会
総
会
・
講
演
会
の
ご
案
内

遠
賀
中
間
地
域
精
神
障
害
者
家
族
会

リ
ウ
マ
チ
で
悩
ん
で

お
ら
れ
ま
せ
ん
か
？

（
社
）
日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
福
岡
県
支
部

と
　
き

《
作
品
展
》
○
5
月
17
日（
金
）午
後
1
時

か
ら
5
時
ま
で
　
○
5
月
18
日（
土
）
午

前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
　
○
5
月
19

日（
日
）午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

絵
画
・
水
墨
画
・
陶
芸
・
短
歌
・
俳

句
・
盆
栽
な
ど

《
芸
能
祭
》
○
5
月
19
日（
日
）午
前

10
時
30
分
か
ら
午
後
3
時
ま
で

コ
ー
ラ
ス
・
歌
謡
・
民
謡
・
器
楽
・

舞
踊
・
健
康
レ
ク
な
ど

《
陶
芸
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
》

○
5
月
19
日（
日
）

と
こ
ろ

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ

福
岡
法
務
局
北
九
州
支
局
及
び
北

九
州
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、

平
成
14
年
度
、
次
の
と
お
り
特
設
人

権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
い
じ
め

な
ど
の
人
権
問
題
、
家
庭
内
や
近
隣

関
係
の
も
め
事
、
相
続
、
登
記
な
ど
、

様
々
な
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

と
　
き

○
5
月
17
日（
金
）○
9
月

20
日（
金
）○
平
成
15
年
3
月
20
日

（
木
）各
回
と
も
午
後
1
時
30
分
か
ら

4
時
ま
で

問
い
合
わ
せ

法
務
局
北
九
州
支
局

総
務
課
人
権
擁
護
係
1
5
6
1
‐
3

5
4
2
へ

県
内
の
愛
好
者
に
よ
る
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
熱
気
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー

の
連
続
で
す
。
ぜ
ひ
応
援
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
前
回
は
、
岡
垣
町
の
太

田
久
子
さ
ん
が
優
勝
し
ま
し
た
。

と
　
き

5
月
23
日（
木
）
午
前
9
時

か
ら

と
こ
ろ

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

競
技
参
加
者

約
五
百
人

主
　
催

遠
賀
郡
支
部
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
協
会
　
※
参
加
申
し
込
み
の

受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

第
5
回
福
岡
県
レ
デ
ィ
ー
ス
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す

遠
賀
郡
支
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
会

平
成
14
年
度
特
設
人
権
相
談
所

開
設
の
お
知
ら
せ

健
康
福
祉
課
生
活
福
祉
係

岡
垣
町
文
化
協
会
定
期
発
表
会

岡
垣
町
文
化
協
会

４
月
か
ら
こ
ど
も
未
来
課
に
配
属

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
未
来
を
背

負
う
子
ど
も
た
ち
の
環
境
を
整
備
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
か
ら
こ
の
岡
垣
町
で
お
世
話
に

な
る
事
に
な
っ
た
矢
野
で
す
。
社
会
人

と
し
て
未
熟
な
点
が
多
々
あ
る
と
思
い

ま
す
が
精
一
杯
が
ん
ば
り
ま
す
。

今
年
大
学
を
卒
業
し
、
中
部
保
育

所
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
豊
か
な
自

然
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
と
元
気
一

杯
が
ん
ば
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
見
か
け
た
時
は
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。

生
ま
れ
育
っ
た
岡
垣
町
の
こ
と
を

よ
く
考
え
て
仕
事
に
取
り
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
初
心
を
忘
れ
ず
に
が

ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

太田　智恵
手野区・18歳
水道課

末次　浩之
新海老津区・18歳

税務課

村上　智拡
緑ケ丘区・24歳
地域づくり課

中野　真喜
北九州市若松区・22歳
中部保育所

矢野　智雄
遠賀町・24歳
建設課

福田　　渉
芦屋町・24歳
こども未来課
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国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
書

（
全
額
・
半
額
）に
必
要
事
項（
被
保

険
者
氏
名
、
住
所
、
世
帯
主
等
）を

記
入
し
国
民
年
金
担
当
窓
口
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

①
年
金
手
帳

②
印
鑑（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は

不
要
で
す
）

③
今
年
1
月
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方

は
所
得
証
明
書
又
は
源
泉
徴
収
票
、

確
定
申
告
書
の
写
し

④
特
例
的
な
事
由
の
場
合
は
下
段
の

＊
参
照

①
前
年
の
所
得
が
少
な
く
、
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合（
所

得
収
入
の
め
や
す
は
下
図
参
照
）

②
障
害
者
ま
た
は
寡
婦
で
あ
っ
て
、

前
年
所
得
が
1
2
5
万
円
以
下
の
場

合③
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
以

外
の
扶
助
を
受
け
て
い
る
場
合

④
①
〜
③
以
外
の
特
例
的
な
事
由
に

よ
る
場
合

申
請
の
あ
っ
た
日
の
属
す
る
年
度

ま
た
は
前
年
度
に
お
い
て

1
、
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の

他
こ
れ
ら
に
類
す
る
災
害
に
よ
り
、

被
害
金
額
が
財
産
の
価
格
の
お
お

む
ね
2
分
の
1
以
上
で
あ
る
損
害

を
受
け
た
と
き

2
、
失
業
に
よ
り
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る

と
き

3
、
事
業
の
休
止
ま
た
は
廃
止
に

よ
り
厚
生
労
働
省
が
実
施
す
る
離

職
者
支
援
資
金
貸
付
制
度
に
よ
る

貸
付
金
の
交
付
を
う
け
た
と
き

＊
こ
れ
ら
の
事
由
に
よ
る
場
合
は
、

申
請
の
際
に
そ
の
事
実
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
の
添

付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

失
業
の
場
合
は
、
雇
用
保
険
の

「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」
ま
た

は
「
離
職
票
」
等
の
写
し
、
離
職

者
支
援
資
金
の
貸
付
を
受
け
た
場

合
は
、「
貸
付
決
定
通
知
書
」
の
写

し
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

承
認
さ
れ
た
場
合
、「
免
除
承
認

通
知
書
」
が
送
ら
れ
ま
す
。

承
認
期
間
は
、
申
請
さ
れ
た
前
月

か
ら
来
年
の
6
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
申
請
か
ら
決
定
ま
で
5

〜
6
ヶ
月
か
か
り
ま
す
。

手
続
方
法

手
続
に
必
要
な
も
の

申
請
免
除
の
対
象
者
は
？

申
請
し
、
承
認
さ
れ
る
と

国
民年金

○問い合わせ�
　住民課国保年金係へ�

老齢基礎年金を
受けるための資
格期間は�

受け取る老齢基
礎年金額は�

障害基礎年金や
遺族基礎年金を
受けとるときは�

後から保険料を
納めることは�

受給資格期間に入り
ます。�

全額免除� ●夫か妻のいずれかのみに�
　所得（収入）のある世帯の場合�

免除期間は年金額に
3分の1が反映されま
す。�

保険料を納めたとき
と同じ扱いです。�

10年以内なら納める
ことができます。�
（3年目からは当時
の保険料に一定の額
が加算されます。）�

保険料の半額を納め
ると受給資格期間に
入ります。�

半額免除�

半額免除期間は年金
額に3分の2が反映さ
れます。�

保険料を納めたとき
と同じ扱いです。�

10年以内なら納める
ことができます。��
（3年目からは当時の
保険料に一定の額が
加算されます。）�

受給資格期
間に入りま
せん。�

未納�

世帯員数�

免除対象となる所得�
（収入）のめやす　（　）内は収入�

全額免除�

4人世帯��
（夫婦、子2人）�
（子の1人は16歳      
以上23歳未満）�

3人世帯��
（夫婦、子1人）��
（子は16歳未満）�

単身世帯�

164万円�
（258万円）�

129万円�
（208万円）�

35万円�
（100万円）�

285万円�
（424万円）�

215万円�
（333万円）�

85万円�
（150万円）�

年金額に反
映 し ま せ
ん。�

年金を受け
られない場
合もありま�
す。�

2年を過ぎ
ると納める
ことができ
ません。�

半額免除�

免 除 �未 納 �と�

半
額
免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
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●いこいの里在宅介護支援センター1283-0033 ●岡垣在宅介護支援センター1282-5167
●岡垣東部在宅介護支援センター1282-5103 ●シルバー人材センター1282-46881282-1211
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hat’s  HAPPENING?

No pain, no gain.
文字どおりの訳：痛みがないと得ることはない。

意味：例えば学生がテストにいい点数を採るために嫌でも一生懸命

勉強しないといけない。又はスポーツ選手がもっと上手になるため

に疲れたり、筋肉痛になったりしていてもたくさん練習しないとい

けないというような意味です。

日本語で同じようなことわざはありますか？

メアリーと楽しもう会

メアリーと一緒に世界の料理に挑戦しましょう！

今回はイギリスの料理を作る予定です。お楽しみに！

料理を作ったり、食べたりすることに興味のある方は、ぜひこのイベ

ントに参加してみてください。

と　き 6月2日(日)午前11時から午後3時

ところ 中央公民館調理室

定　員 30人

持ってくる物 エプロン

参加費 200円

申し込み 5月30日(木)まで

申し込み・問い合わせ 岡垣国際交流協会　1282－0549

先月の広報にはオーストラリアで大人気のスポーツ、ネットボール

を紹介しました。

今年の9月にオーストラリアの中学生が岡垣町にホームステイに来

ます。そのとき、オーストラリアの中学生と岡垣町の中学生が一緒に

試合をするためネットボールの練習を行う予定です。

と　き 5月、6月、7月　土曜日　午後1時から3時

(合わせて約10回で、参加できる日だけでもいいです。)

8月は休みで9月は未定です。

ところ 岡垣サンリーアイ　ウェーブアリーナ

参加費 無料

参加資格 岡垣中学校、岡垣東中学校の1年生、2年生、3年生

(男女は問いません)

指導者 岡垣町の国際交流員メアリー、他

説明会 5月11日(土)午後1時から

岡垣サンリーアイ　ウェーブアリーナ

ぜひ来てみてください。

問い合わせ 地域づくり課 メアリー又は石田　1282－1211

オーストラリアのスポーツ2
オーストラリアではスポーツが大人気で、たくさ

んのスポーツがあります。日本人はあまり聞いたこ

とがないスポーツもいくつかありますのでそのス

ポーツを紹介したいと思います。今回はCricketの

説明をします。

2．CRICKET （クリケット）
クリケットはイギリスで始まりました。日本も含

めて、たくさんの国でクリケットはしていますが、

盛んな国と言ったらイギリス、オーストラリア、西

インド諸島、南アフリカ共和国、インド、パキスタ

ン、ニュージーランド、スリランカ、ジンバブエです。

オーストラリアではクリケットは夏のスポーツです。毎週の土・日

曜日には試合はテレビで見られますが、私はゴルフよりおもしろくな

いと思っています。一つの理由は試合がとても長いです。短くて一日、

約8時間ということで、長いものは5日間、30時間をかけて行います。

グラウンドは芝生で、160ｍ×140ｍ程の楕円形ですが、レベルや状

況によって大きさは変わっても構いません。グラウンドの真中にピッ

チという長方形があります。バッターはピッチからどの方向にでも

360°打つことができます。

プレーをするとき1つのチームが守備、相手のチームが攻撃という

形ですから野球に似ていると言われま

す。ただし、バッターは同時に2人いま

すし、アウトにならない限り打ち続け

ることができます。またはボールを

打ってから、野球のように走らないと

いけないルールがないので、ボールを

うまく打つまでバッターが走らないた

め、得点をとることも結構時間がかかり

ます。

チームは11人で、1人は投手（ボーラー）、1人は捕手（ウィケット

キーパー）、そしてそれ以外の9人は野手（フィールダー）です。ボー

ラーはボールを投げるときバウンドさせてもいいし、バッターの後ろにあるウィケットを

狙います。また、ボーラーは6球毎（1オーバー）に交代しなければなりません。

バッターがアウトになる主な4つの種類を説明します。

①ボールド：投球によってバッターの後ろにあるウィケットが倒されること。

②コート：打球がノーバウンドでキャッチされたこと。

③ランアウト：2人のバッターが得点のためにウィケット間を走って入れ替わる間に、野手

の返球によりウィケットが倒されること。

④L.B.W（Leg Before Wicket）：ウィケットを倒すであろう投球をバッターがバット以外の体の一部で妨害した場合、アンパイアの判断で

アウトになります。

ここで全部のルールを説明できませんが、興味のある方は日本にあるクリケットクラブにぜひ聞いてみてください。実は九州には3つのクラブ、

福岡、長崎と佐賀のクリケットクラブがあるそうです。



と
　
き

3
月
5
日（
火
）

と
こ
ろ

ス
バ
ー
ク
岡
垣

優
　
勝

吉
木

準
優
勝

手
野

第
3
位

白
谷

と
　
き

3
月
19
日（
火
）

と
こ
ろ

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

優
　
勝

海
老
津

準
優
勝

野
間

第
3
位

白
谷

と
　
き

3
月
24
日（
日
）

と
こ
ろ

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

優
　
勝

松
本
武
信

準
優
勝

城
　
忠

第
3
位

岡
本
藤
雄

と
　
き

3
月
28
日（
木
）

と
こ
ろ

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

優
　
勝

横
田
　
明

準
優
勝

木
田
　
隆

第
3
位

船
津
繁
夫

と
　
き

4
月
4
日（
木
）

と
こ
ろ

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

優
　
勝

上
野
秋
豊

準
優
勝

浜
中
邦
夫

第
3
位

岡
田
　
香

と
　
き

4
月
14
日（
日
）

と
こ
ろ

松
ヶ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド

優
　
勝

吉
木
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

準
優
勝

東
部
ラ
イ
ナ
ー
ズ

第
3
位

西
部
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス

第
3
位

野
間
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ

と
　
き

4
月
14
日（
日
）

と
こ
ろ

町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

《
男
子
１
部
》

優
　
勝

森
山
浩
二
　
　
田
春
樹

準
優
勝

三
川
正
一
　
甲
斐
洋
二

第
3
位

井
上
　
正
　
松
下
正
則

《
男
子
２
部
》

優
　
勝

坂
口
光
吉
　
末
松
義
弘

準
優
勝

松
丸
繁
実
　
竹
下
　
一

第
3
位

手
塚
敏
彦
　
日
田
孝
臣

《
女
子
１
部
オ
ー
プ
ン
》

優
　
勝

藤
田
信
子
　
西
森
千
鶴
子

準
優
勝

小
松
茂
子
　
西
山
マ
ツ
エ

第
3
位

木
下
紀
代
　
田
中
直
美

第
3
位
　
上
田
真
美
　
畑
野
晃
子

と
　
き

3
月
10
日（
日
）

と
こ
ろ

岡
垣
町
民

武
道
館

《
小
学
二
年
生
の
部
》

優
　
勝

西
口
涼
太

第
3
位

渡
邊
龍
馬
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ク
ラ
ブ
対
抗
大
会

(

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟)

春
季
大
会

(

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟)

審
判
員
研
修
大
会

(

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟)

シ
ル
バ
ー
大
会

(

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟)

岡垣町役場
教育委員会 ●岡垣 1282-15151282-1211

【
無
料
体
験
会
】

ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

と
　
き

5
月
28
日（
火
）午
後
7
時

30
分
か
ら
9
時
ま
で

と
こ
ろ

小
ホ
ー
ル

講
　
師

健
康
運
動
指
導
士
　
一
井

久
美
子

受
講
料

無
料

定
　
員

30
人

申
込
締
切

定
員
に
な
り
次
第

持
っ
て
く
る
物

運
動
靴
・
タ
オ
ル

※
当
日
は
、
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。
電
話
申
込
も
可
能
で
す
。

【
ス
ポ
ッ
ト
講
座
】

英
国
紅
茶
教
室
〜
ホ
ッ
ト
テ
ィ
ー
の

い
れ
方
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
〜

と
　
き

6
月
6
日（
木
）・
9
日

（
日
）午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ

調
理
室

講
　
師

ブ
ル
ッ
ク
ボ
ン
ド
ハ
ウ
ス

テ
ィ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
阿
部
里
美

受
講
料

千
円（
１
回
）

材
料
費

千
円（
１
回
）

定
　
員

各
20
人

申
込
締
切

5
月
31
日（
金
）

持
っ
て
く
る
物

筆
記
用
具

地
域
音
楽
家
の
み
な
さ
ん
に
発
表

の
場
を
提
供
し
、
音
楽
の
ま
ち
づ
く

り
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

と
　
き

5
月
17
日（
金
）午
後
6
時

30
分
か
ら
7
時
ま
で

と
こ
ろ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
特

設
会
場

出
演
者

森
ん
子
の
会（
文
化
琴
）

曲
　
目

少
年
時
代
他

心
の
豊
か
さ
を
は
ぐ
く
む
ひ
と
づ

く
り
、
ま
ち
づ
く
り
。
一
期
一
会
の

思
い
を
込
め
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
　
き

5
月
25
日（
土
）

開
場
午

後
6
時
15
分
　
開
演
午
後
6
時
45
分

と
こ
ろ

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル（
全
席

自
由
）

【
プ
ラ
ザ
風
と
波
】

「
ひ
ば
り
と
裕
次
郎
」

出
演
者
　
岡
垣
町
民
吹
奏
楽
団

【
講
演
会
】

講
　
師

嶌
信
彦（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

演
　
題
「
デ
フ
レ
を
超
え
て
〜
元

気
の
あ
る
企
業
と
地
域
〜
」

料
　
金

会
員
券
要

お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
教
室
〜
お
い

し
い
コ
ー
ヒ
ー
の
点
て
方
〜

と
　
き

6
月
14
日（
金
）①
午
前
10

時
か
ら
正
午
ま
で
②
午
後
7
時
か
ら

9
時
ま
で

と
こ
ろ

調
理
室

講
　
師

コ
ー
ヒ
ー
マ
イ
ス
タ
ー
太

田
勝
則

受
講
料

千
円（
1
回
）

材
料
費

六
百
円（
1
回
）

定
　
員

各
20
人

申
込
締
切

6
月
7
日（
金
）

持
っ
て
く
る
物

エ
プ
ロ
ン
・
筆
記

用
具

サ
ン
リ
ー
ア
イ
文
化
講
座�

受
講
生
募
集
！�

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト�

い
ち
ご
塾
文
化
講
演
会�

3
月
期
例
会

(
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟)

第
3
回
　
春
季
大
会

(

少
年
軟
式
野
球
連
盟)

町
民
春
季
ダ
ブ
ル
ス
大
会

岡
垣
町
少
年
柔
道
大
会

全 国 大 会 3 位 お め で と う ご ざ い ま す
3月26日から28日にかけて熊本県玉名市で開催された「平成13年度第2回

全日本中学生バドミントン選手権大会」に

おいて､福岡県代表として出場した下　彩さ

ん（野間2区）と谷口智美さん（野間3区）が見

事3位という好成績をおさめました。日頃の

練習の成果を十分に発揮し､素晴らしい成績

を収められ、本当におめでとうございます。

岡垣陸上競技記録会のご案内
小学生以上なら誰でも参加できます。
自分の力を試してみませんか？
と　き 6月9日（日）午前9時から
ところ 町民総合グラウンド　
種　目 100ｍ・200ｍ・400ｍ

800ｍ・1500ｍ
走り巾とび・走り高とび

参加料 無料
※記録賞を用意しています。
問い合わせ 入江　東樹1282-6380へ


